
　■会議ご参加パートナー様の内９社（１０人）様よりアンケートにご回答頂きました。
　　 ご協力有難うございました。

■日時 ２０２１年３月１２日（金）  １４：００～１５：００ ■　講師 豪商クラウド部門　部門長　藤村
２０２１年３月２５日（木）  １４：００～１５：００ ■　内容 「豪商クラウド 販売管理」の詳細説明
※上記、どちらも同じ内容になります。 ※質疑応答の時間も含みます。

■開催方法　オンライン開催 - Web会議サービス「zoom」利用

「豪商クラウド 販売管理」パートナー様向けオンライン勉強会開催のご案内

　オンライン・パートナー会議の際にもご連絡させて戴いておりました通り、「豪商クラウド 販売管理」のシステム内容に関して、
　パートナーの皆さまにさらなるご理解を深めていただく為、3月に勉強会を実施させて戴きます。
　ご多用中のところ恐縮ですが、奮ってご参加頂きますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

※参加ご希望のパートナー様は、先日メーリングリスト「らくらく連絡網」にてお送りした申し込み書に記入の上、弊社までご返信ください。

この度は「第1回 豪商旗艦パートナー・オンライン会議2021」にご参加頂きまして、まことに

ありがとうございました。

今回、初のオンライン方式での実施という事もあり、パートナー様にご参加いただけるのか、

またご納得頂ける内容にできるか等不安も大きかったのですが、想像以上に多くのご参加を

頂き、また開催後もメールやアンケート等で温かい声を頂戴しまして私共も一先ずホッと胸を

撫で下ろすことができました。パートナーの皆様には心より感謝申し上げます。

今後もパートナー様とのコミュニケーションにより絆を深め、豪商グループ全体の活性化を

図ってまいりたいと思いますので今後ともご協力のほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

㈱プラネックス 澤田

「第１回豪商旗艦パートナー・オンライン会議2021」は２月１８日(木)開催、全国の豪商旗艦

パートナー１７社から４６名がご参加頂きました。議題の中心は次の通りです。

〔議題１〕次期豪商Version１１のご紹介 ＜紹介者＞㈱プラネックス 佐藤エキスパート

①製品概要及び開発環境、ご提供時期など②デモンストレーション

〔議題２〕帳票開発ツール「xReport」のご紹介 ＜紹介者＞㈱エフ・ビー・エス 様

①会社概要、これまでの取組み経緯 ②xReportの説明と活用メリット

③価格、商流、サポート及びパートナーへの提供方法 ④xReport開発事例

〔議題３〕豪商クラウド《販売管理》のご紹介 ＜紹介者＞㈱プラネックス 藤村部門長

①製品開発の背景と今後の取組み予定について

②製品概要とデモンストレーション

以上についてご説明と貴重なご意見及びご質問＜チャットによる＞を頂きました。

エリア 旗艦パートナー様名 社数 人数
北海道 株式会社流研 1 3
北東北 株式会社日情秋田システムズ 2 4
南東北 株式会社エフコム 3 5
北関東 明和コンピュータシステム株式会社 4 1

NECソリューションイノベータ株式会社 5 4
創研情報株式会社 6 2
株式会社エフ・ビー・エス 7 1
株式会社トラスト 8 4
株式会社テクニカルパートナー 9 2

北　陸 株式会社ユーコム 10 2
中　部 株式会社フェアウィンド 11 4

明星コンピューター株式会社 12 3
株式会社テクノポート　 13 1
株式会社ベック 14 2

四　国 ロジックシステム株式会社 15 2
九　州 株式会社システムニシツウ 16 5
開発PA ロジスト 17 1

参加企業数　計
参加人数　計 ４６名
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■ 導入事例ご紹介

編集後記 『 東日本大震災から１０年 』

導入事例 2

導入事例 1

全国の豪商旗艦パートナーは自社の特長・強みを活かしてお客様の満足度向上を実現しております。

既成に拘らずで新しいマーケットを切り開いております。

震災当日のことを思い出しながら書かせて戴きます。

震災当日2011年（平成23年）3月11日（金曜日）14時46分過ぎ、私は事務所におりました。大きくゆっくり揺れ始め、間もなく立っていられないほど激しい揺れが襲い屋上に上がる階段の

手すりにつかまりました。激しい揺れは3分ほど続き、ようやく収まったので、屋上に上がって周辺を見渡しました。周辺に火の気ははなかったのです が、会社から数百メートルほど離れた

インクライン(半世紀前、釜石製鉄所うらの山頂まで「のろかす」を運んだトロッコ）で捨てた固い岩盤が土けむりを上げながら崩れ 落ちていくのが見えました。事務所を出て車でラジオを

聴きながら自宅に戻る途中、最初は3メートルと言っていた津波予想が10分後には10メートルになりました。 実際には30メートルの津波が襲いました。

まもなく海岸から街中まで津波が押し寄せ、見たこともない異様な光景を目の当たりにしました。 釜石市でも大勢の貴重な命を失いました。当日は晴天でも肌寒く、一旦は高いところに非難

したものの子供の衣服や貴重品を取りに戻った方々も相当犠牲になりました。 津波や天災を思うとき〝てんでんこ〟が実行されていたら・・今でも悔しく思います。

復興を温かく支援してくれた豪商旗艦パートナーの皆様、全国の皆様に感謝申し上げます。 佐藤

お客様名： ペーアッシュパリジャポン（株）／東京都＜菓子製造小売業＞／年商約25億／従業員200名 お客様よりご提供頂きましたので前号に引き続きご紹介致します。


